
向

支
那
金
石
學
概
要
石
刻
（
六
）

　
　
　

第
四

　

各
種
建
造
物
附
刻
の
文

　

附
刻
と
い
ふ
の
は
文
を
刻
す
る
た
め
に
石
材
が
設
け
ら
れ
る

の
で
な
く
、
建
築
を
構
成
す
る
石
材
の
上
に
附
刻
し
た
文
字
を

い
ふ
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
を
分
類
し
て
述
べ
る
と
、
第
一
は

橋
、
第
二
は
井
関
、
第
三
は
石
閥
、
第
四
は
石
柱
、
第
五
は
石

塔
、
第
六
は
食
堂
・
紳
位
、
第
七
は
墓
門
・
黄
楊
石
、
第
八
は

石
人
・
石
獣
、
第
九
は
石
造
物
で
あ
る
。

　

橋

　

『
い
一
経
注
』
穀
水
の
條
に
洛
陽
建
春
門
石
橋
右
柱
の
銘
を

載
せ
て
ゐ
る
。
満
陽
嘉
四
年
　
０
Ｊ
Ｊ
に
刻
し
た
も
の
で
、
幌

の
橋
に
刻
し
た
文
で
あ
る
が
、
書
物
に
見
え
る
の
み
で
晒
る
。

こ
の
ほ
か

里
橋
郁
閣

　
　

―
―
■
Ｉ
Ｉ

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

蜀
郡
屈
國
辛
李
二
君
造
筰
橋
記
認
　
１
講
が
解

１
　
悶
谷
に
鸞
っ
ふ
た
索
め
に
作
っ
た

も
の
で
・
あ
る
け
れ
ど
も
、
み
な
附
刻
し
た
文
で
は
な
い
。
東
魏

小水馬ヽ

川

　

野

茂清衡

樹一

註鐸著

本
埜
箭
蓉
晶
靉
勁
匹
宋
息
宣
漿
忍

皿
５
０
皿
皿
竺
一
年
な
ど
も
ま
た
み
な
筰
橋
ヽ
析
里
橋
の
文
と
同

類
な
も
の
で
あ
る
。
附
刻
の
文
で
な
ほ
流
協
し
て
ゐ
る
も
の
は

た
ゞ
宋
以
後
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
柱
に
刻
し
た
も
の
は
災

新
西
竺
寺
橋
柱
の
１
　
字
数
護
謡
心
そ
れ
ｒ
あ
豆
欄
檻

に
刻
し
た
も
の
で
は
徐
水
瓢
徐
河
橋
石
閑
の
題
名
書
１

０
に
心
順

丿
峰
仁
九
が
そ
れ
言

の
は
指
を
屈
す
る
に
暇
が
な
い
ほ
ど
あ
る
。
江
蘇
・
浙
江
等
の

省
は
宋
元
の
年
琥
を
も
っ
だ
も
の
が
、
た
く
さ
ん
あ
万
、
明
・

清
の
も
の
に
至
っ
て
は
な
ほ
さ
ら
巾
す
ま
で
も
な
い
。
橋
を
造

る
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昔
の
人
は
功
徳
と
考
へ
た
。
こ

を
刻
し
た
り
、
像
を
造
‐
つ
た
り
す
る
こ
と
ｘ
意
味
が
同
じ
で
あ

る
・
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
于
子
建
等
は
そ
の
防
の
上
に
像
乞
彫
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つ
た
。
ナ
な
は
ち
人
を
利
す
る
が
た
め
だ
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、

や
は
り
こ
れ
は
自
分
の
扁
を
求
。
め
る
の
で
あ
る
。

　

①
葉
昌
熾
は
橋
柱
と
云
ふ
類
を
立
て
Ｉ
χ
ゐ
る
（
『
語
石
』
巻
五
）
。
馬
氏

　
　

は
大
般
之
に
よ
る
。

　

’
②
『
水
纒
注
』
巻
一
六
、
穀
水
の
條
、
そ
の
文
に
い
ふ
「
陽
嘉
四
年
乙
・
－

　
　

酉
壬
申
。
詔
書
以
城
下
漕
渠
。
東
通
河
済
。
南
引
江
淮
。
方
貢
委

　
　

輪
。
所
由
而
至
。
使
中
謁
者
魏
郡
溝
淵
馬
憲
。
監
作
石
橋
梁
柱
。

　
　

敦
勅
工
匠
。
轟
要
妙
之
巧
。
掛
立
重
石
。
累
高
周
距
。
・
橋
工
路

　
　

博
。
流
通
萬
里
。
云
云
。
河
南
尹
郵
崇
随
。
丞
潮
海
重
合
雙
鵬
。

　
　

水
曹
橡
中
牟
任
防
。
史
王
蔭
。
史
趙
興
。
著
作
吏
唯
陽
申
翔
。

　
　

道
橋
轍
成
皐
卑
國
。
洛
陽
令
江
雙
。
丞
平
陽
降
。
監
橡
王
騰
之

　
　

主
。
石
作
右
北
平
山
仲
。
三
月
起
作
。
八
月
畢
成
。
其
水
依
柱
。
」

　

③
『
隷
樺
』
巻
十
五
に
「
蜀
郡
筒
國
辛
通
廸
李
仲
曾
造
橋
碑
」
が
載
せ

　
　

ら
れ
て
ゐ
る
。
宋
時
に
雅
州
（
四
川
省
雅
安
懸
）
に
存
在
し
た
と
云

　
　

ふ
が
、
今
は
決
し
て
、
隷
憚
に
よ
り
そ
の
文
を
窺
ひ
得
る
の
み
。

　

④
眺
西
略
陽
噺
西
北
瓦
口
村
に
あ
る
と
云
ふ
。
（
『
流
石
存
目
』
）
『
金

　
　

石
葦
編
』
巻
十
四
録
文
。
馬
氏
が
建
寧
三
年
と
す
る
の
は
五
年
の

　
　

誤
で
あ
る
。

　

④
河
内
武
徳
僕
に
あ
る
。
同
書
三
十
一
巻
録
文
。

　

④
同
書
巻
四
十
に
録
文
。
王
昶
は
開
皇
十
八
年
と
考
設
し
て
ゐ
る
。

　
　

馬
氏
が
開
皇
十
六
年
と
し
仁
の
は
「
伶
州
南
和
噺
流
水
碑
」
の
前

　
　

碑
と
誤
つ
む
の
で
あ
ら
う
。

　

但
『
宸
字
訪
碑
録
』
谷
六
箸
錐
。

　

⑧
哭
式
芥
『
金
石
彙
目
分
編
』
倦
三
之
一
箸
録
０
。

　
　

。

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

井
欄

　

井
欄
に
文
字
皿
彫
っ
た
Ｊ
は
梁
の
天
監
４
　
五
年
１
０
四

｛
の
も
の
を
最
古
と
す
る
。
そ
の
・
文
は
「
梁
天
監
１
　
五
年
大
歳

丙
申
。
皇
帝
商
談
の
渇
乏
を
慾
み
、
乃
ち
茅
山
の
道
士
□
□
永

若
に
詔
し
て
、
亭
及
び
井
十
五
口
を
作
ら
し
む
」
と
あ
る
。
武

帝
が
詔
を
下
し
て
作
ら
し
め
た
も
の
で
あ

ら
心
江
寧
に
は
湧
金

井
欄
の
題
字
が
あ
り
、
至
徳
元
年
と
題
す
る
。
膠
茶
孫
は
陳
の

至
徳
心
Ｊ
Ｊ
心
断
定
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
南
朝
の

も
の
で
あ
る
。
北
朝
で
は
ま
だ
井
欄
０
　
題
字
を
見
な
い
が
、

井
を
造
つ
た
と
い
ふ
碑
は
あ
る
。
新
出
土
の
魏
廉
天
長
造
義
井

記
５
０
賦
皿
球
四
は
す
な
は
ち
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

心

。
唐
代
の
井

関
の
題
字
ｔ
は
、
わ
づ
か
に
渫
陽
の
１
　
陵
寺
元
和
六
年
心
　
１
Ｊ

の

‰

と
宛
千
の
開
成
四
年
心
匹
皿
の
一
刻
と
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
宋
元
以
後
の
著
録
に
見
た
も
の
は
多
く
、
数
十
種
に
上

る
。
た
い
て
ぃ
み
な
江
蘇
・
浙
江
二
省
の
う
ち
に
あ
・
る
。
井
を

盤
る
の
も
そ
の
意
味
は
ま
た
橋
を
造
る
の
に
同
じ
で
あ
る
。
そ

れ
で
し
ば
く
孵
し
て
義
井
と
い
ひ
、
梁
代
の
刻
文
に
見
て
も

わ
か
る
や
う
に
喜
捨
の
た
め
に
設
け
た
の
で
あ
る
。

　

①
葉
昌
熾
の
井
閑
條
１
　
照
（
『
語
石
』
巻
五
）
。

　

④
『
金
石
草
編
』
巻
二
十
六
録
文
。
井
は
句
容
駆
城
北
城
守
菩
署
後
に

-
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心

銘閥石室碑二十六国

　

あ
っ
た
が
、
後
に
端
方
の
有
に

　

婦
し
た
（
「
陶
斎
岐
石
記
」
巻
五
）
。

④
光
緒
禎
江
寧
府
志
九
に
緑
文
あ

　

り
。
膠
氏
の
考
鐙
は
「
画
風
堂
金

　

石
文
字
目
巻
こ
參
照
。
軋
と
江

　

寧
府
雨
花
山
麓
道
西
三
忠
祠
南
に

　

あ
っ
仁
が
、
之
も
亦
端
方
の
蔵
に

　

入
っ
だ
（
『
減
石
記
』
倦
五
）
。

④
顧
昼
光
は
汲
駆
西
廉
堰
村
槻
音
堂

　

に
あ
る
同
碑
の
こ
と
を
記
し
て
ゐ

　

る
（
『
河
朔
訪
古
新
緑
』
巻
一
）
。

④
『
金
石
胞
目
分
緬
』
を
四
箸
緑
、
膚

　

零
陵
寺
井
岡
題
字
並
偶
。

④
何
紹
基
が
北
平
政
武
門
外
で
発
見

　

し
て
報
國
寺
へ
移
置
し
仁
。
開
成

　

の
年
数
が
不
明
で
あ
る
。
膠
氏
は

　

之
を
開
成
四
年
と
定
め
た
（
『
藤
城

　

堂
金
石
目
』
巻
六
）
。

　

石
闘

　

石
岡
に
は
二
つ
の
種
類

が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
祠
廟
の
石
閥

で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
墳
墓
の
石
閥

　
　

①

で
あ
る
。
祠
廟
の
石
岡
は
四
つ
あ

る
が
、
み
な
漢
代
。
の
も
の
で
、
嵩

山
・
泰
岩
燃
弩
聶
烈
暑
具
％
心
属
石
昌

牡
言
偏
燃
奴
裂
バ
燃
智
曹
・
品
茫

は
多
く
墳
墓
の
囲
で
あ
る
。
こ
れ
も
漢
代
の
も
の
が
多
く
、
魏

の
も
の
は
二
、
皆
の
も
の
は
三
、
ヽ
梁
の
も
の
は
十
飴
ば
か
り
あ

る
。
い
ま
出
土
せ
る
後
漢
の
墳
墓
石
囲
で
は
た
ゞ
武
氏
墓
の
二

’
○
甦
和
元
年
④
ｉ
３
Ｐ
ｆ
ａ
Ｅ
ｉ
;
０
!
i
i
K

　

一
は
元
和
三
年
（
西
暦
八
六
）

囲
西
暦
一
四
七
と
爾
・
と
圀
の
三
原
一
は
章
和
元
年
＾
西
暦
八
古

作
冷
夕
山
東
省
に
あ
る
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
み
な
四

　
　
　

②

川
省
に
あ
る
。
常
時
の
風
匈
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
ま
た
各
地
に

よ
っ
て
相
違
が
あ
る
。
そ
の
形
制
は
『
金
石
圖
説
』
と
『
金
石

苑
』
に
載
せ
た
も
の
が
も
っ
と
も
く
は
に
い
Ｉ
た
い
て
い
み
な

　

一

石
を
か
さ
ね
て
つ
く
り
、
左
右
に
二
回
が
相
對
峙
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

⑩

漢
の
王
稚
子
（
『
金
石
録
』
に
元
興
元
年
、
西
暦
一
〇
五
と
い
ふ
）

高
順
（
順
に
は
防
が
あ
り
、
建
安
１
　
四
年
、
西
暦
二
〇
九
で
あ

＠

　
　
　
　
　
　
　

⑩

る
）
沈
君
（
年
月
な
し
）
や
蕭
梁
の
陵
蓄
に
見
る
石
回
は
み
な
さ

う
で
あ
る
・
馮
湊
（
煥
に
は
碑

二
Ｉ
で
あ
る
）
楊
宗
（
年
月
な
し
。
）
等
の
た
ゞ
一
閥
だ
け
の
こ
っ

て
ゐ
る
も
の
は
、
あ
る
ひ
は
そ
の
ひ
と
っ
を
失
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
そ
の
題
字
は
多
く
正
面
の
平
ら
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
高
順

石
囲
で
は
の
き
ば
に
も
迎
た
あ
る
。
端
に
一
字
づ
ｘ
な
ら
び
瓦

富
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
題
す
る
と
こ
ろ
の
字
は
正
面
の
と
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･瓦

同
じ
で
あ
る
（
『
隷
棲
』
に
は
王
稚
子
石
賜
を
の
そ
て
ゐ
る
が
、

六
字
だ
け
の
き
ば
に
あ
る
）
。
梁
の
石
間
で
は
、
西
側
の
間
の
字

詰
み
な
左
行
、
あ
る
ひ
は
反
１
　
で
あ
｀
る
。
そ
の
題
字
の
ほ
か
、

す
べ
て
空
所
の
あ
る
と
ぐ
ろ
に
は
み
な
書
像
を
刻
し
て
ゐ
る
。

梁
間
も
ま
た
同
様
で
あ
心
。
世
の
中
の
人
々
は
た
ゞ
文
字
を
重

ん
す
る
ば
か
わ
な
の
で
、
拓
エ
も
し
ば
／
よ
量
像
を
の
こ
し
て

第二十七圖

　

ｔ君

　

閥

拓
し
た
い
。
明
・
清
時
代
に
、
出
世
し
た
役
人
や
孝
子
節
婦
の

施
表
を
賜
っ
た
も
の
が
、
多
く
牌
坊
を
建
て
る
が
、
ま
た
こ
れ

も
漢
以
来
石
囲
の
遺
制
で
あ
る
。
た
ゞ
し
、
こ
れ
に
は
わ
づ
か

に
題
字
が
あ
り
、
書
像
が
な
い
。

　

①
葉
昌
熾
は
石
閥
の
條
で
㈲
門
と
墓
門
と
の
閥
を
Ｘ
別
し
て
ゐ
る
。

　
　

（
『
語
石
』
巷
五
）
石
閥
に
就
て
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
ｌ
ａ
　
Ｓ
ｃ
ｕ
l
p
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
a

　
　

I
'
Ｅ
ｐ
ｏ
ｑ
i
i
e
　
ｄ
ｃ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｎ
　
.
ｐ
.
　
２
Ｄ

　

（
M
i
ｓ
ｓ
i
〇
ｎ
　
　
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｓ

　

l
a
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｐ
t
ｅ
ｎ
t
ｒ
'
ｏ
ｎ
ａ
'
ｅ
.
　
Ｔ
Ｌ
）

　

開
野
貞
博
士
『
支
那
山
東

　

省
に
於
け
る
良
代
墳
墓
の
装
飾
』
三
一
頁
（
東
京
帝
國
大
學
工
科

　

大
學
紀
要
八
１
　
一
耽
）
参
照
。

③
『
金
石
草
編
』
巻
六
。
叉
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
ｐ
　
４
１
解
脱
。
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
.

　

Ｎ
ｏ
.
　
１
-
１
３
.
　
Ａ
照
。

③
『
金
石
草
編
』
倦
六
。
録
文
『
簑
宇
貞
石
岡
』
拓
影
。
銘
文
に
は
年

　

記
が
訣
け
て
ゐ
る
。
王
良
常
の
竹
雲
題
皺
は
延
光
二
年
と
推
定
し

　

て
ゐ
る
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
.
　
ｐ
.
　
５
５
.
　
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
.
　
Ｎ
ｏ
.
　
２
７
-
３
Ｓ
參
照
。

④
『
金
石
草
編
』
巻
六
。
鈴
文
『
貞
石
岡
』
拓
影
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
.
　
ｐ

４
.
Ｇ
.

　

Ｐ
Ｊ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
.
　
Ｎ
ｏ
.
　
1
1
-
２
６

④
華
嶽
廟
碑
は
『
集
古
録
』
巻
一
、
『
金
器
録
』
巻
一
及
倦
十
五
等

　

宋
人
金
石
書
に
著
錐
せ
ら
れ
る
。
『
貞
石
岡
』
拓
影
。
原
石
は
早
く

　

快
し
、
拓
本
に
も
華
院
本
、
長
垣
本
、
四
明
本
の
三
系
統
が
あ
り

　

種
々
の
影
刻
本
が
あ
る
。

④
『
金
石
蔡
編
』
巻
八
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
.
　
ｐ
.
　
１
０
２
.
　
ｐ
.
　
１
４
７
.
開
野
博
士

　

三
一
Ｉ
三
四
頁
。
參
照
。
武
梁
右
閥
の
支
那
文
献
は
蓉
庚
氏
の
近

　

著
『
武
梁
祠
奎
象
録
』
巻
末
目
録
參
照
。

⑦
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
三
に
文
が
録
せ
ら
れ
る
。
そ
の
Ｉ
、
元

　

和
三
年
の
南
武
陽
李
邑
皇
聖
卿
閥
の
拓
影
が
開
野
博
士
に
牧
め
ら

　

れ
て
ゐ
る
（
同
巻
、
一
二
四
頁
、
二
百
七
岡
）
。

⑤
下
に
例
と
さ
れ
て
ゐ
る
王
稚
子
以
下
の
閥
は
皆
四
川
省
内
に
存
す

逞
牛
茲
震
『
金
石
岡
』
、
劉
熹
海
『
金
石
苑
』
巻
一
。

⑩
『
金
石
銀
』
巻
十
四
、
『
隷
算
』
巻
十
三
。
『
金
石
草
編
』
巻
四
。

⑨
『
隷
算
』
、
『
八
瓊
室
補
正
』
巻
七
、
益
州
太
守
及
高
順
碑
及
雙
同
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匈

　

録
文
ｏ
Ｓ
ｅ
ｇ
ａ
'
.
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｔ
　
I
.
ａ
r
t
i
g
ｕ
ｅ
.

　
M
i
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
r
ｃ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
　
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｅ
ｎ

　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
の
Ａ
t
l
a
s
　
p
l
.
Ｘ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
―
Ｘ
Ｌ
Ｖ
ヨ
’
に
寫
ｍ
が
あ
-
C
N
、
解

　

誕
は
同
氏
Ｌ
'
ａ
.
ｔ
　
ｆ
ｕ
ｎ
ｅ
ｒ
a
i
ｒ
ｅ
　
ａ
　
l
'
ｅ
ｐ
ｏ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
t
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｎ
.
　
ｐ
.
　
１
１
０
-
　

　

１
１
７
　
≪
｡
照
。

⑩
『
隷
拝
』
、
『
八
瓊
室
補
正
』
巻
七
。
Ｓ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
｡
　
Ａ
t
l
a
ｓ
｡
　
p
i
.
　
Ｘ
Ｖ
―

　

Ｘ
Ｘ
Ｖ
ｒ
　
Ｌ
'
a
i
ｔ
　
ｆ
ｕ
ｎ
ｒ
a
i
ｒ
ｅ
.
　
ｐ
.
　
Ｔ
w
-
6
3

⑩
『
隷
糧
』
、
『
八
瓊
室
』
巻
三
。
Ａ
t
l
a
ｓ
｡
　
p
i
.
　
Ｘ
Ｉ
Ｖ
｡
　
Ｌ
'
ａ
r
t
　
ｆ
ｕ
ｎ
.
　
ｐ
.
５
Ｏ

七
頷
詔
ご
鰻
宍
訪
客
・
帯
厘
な
・
ご

と
き
は
み
な
石
柱
の
題
字
で
あ
る
。
ま
た
餓
を
鎔
て
っ
く
る
も

・
回
心
・
混
・
箆
几
鸞
栽
謐
溥

て
つ
く
る
も

⑨桐
柏
の
淮
源

犬
驚
勁
諸
翫
以
甘
言
占
ｔ
宅
ｔ
（
唐
・

と
き
官
署
の
渇
吏
の

題二
れ

忿柱う
に
刻
す
る
も
の
が
あ
る
、
名
は

⑩
『
隷
葬
』
、
『
同
』
巻
七
。
Ａ
t
l
a
ｓ
｡
　
p
i
　
Ｘ
Ｕ
Ｘ
　
Ｌ
'
ａ
ｒ
ｔ
　
ｆ
ｕ
ｎ
.
　
　
ｐ
.
　
１
１
７

　
　

し
た
も
の
は
元
氏
の
開
化
寺
（
年
月
な
し
、
沈
濤
『
滞
山
貞
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

Ｉ
コ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
』
は
考
澄
し
、
北
周
の
と
き
に
刻
し
た
も
の
と
す
る
）
海
寧

⑩
梁
の
石
閥
に
は
『
八
瓊
室
』
巻
十
一
、
太
諏
建
二
閥
碑
を
始
め
多

　

く
著
録
さ
れ
る
。
（
『
江
血
石
石
志
』
參
照
）

　

又
、
そ
の
寫
鴛
は
、

　

Ｓ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
｡
　
Ａ
ｔ
l
a
ｓ
.
　
I
T
.
に
収
録
さ
る
。
又
最
近
は
中
央
古
物
保
存

　

委
員
會
『
六
朝
陵
墓
調
査
報
告
』
が
出
版
さ
れ
仁
。

　

柱

　

後
漢
の
初
９
　
五
年
（
一
）
一
一
酪
盆
州
人
守
高
取
修
明
公
約
殿

記
は
木
柱
の
上
に
刻
し
、
そ
の
文
は
『
隷
憚
』
に
あ
る
。
こ
れ

が
柱
の
上
に
文
字
を
ほ
つ
た
は
じ
め
で
あ
る
。
唐
宋
時
代
建
築

の
佛
寺
道
観
に
は
石
柱
を
喜
捨
し
て
、
そ
の
上
に
字
を
ほ
つ
た

も
の
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
ほ
る
も
の
は
、
あ
る
ひ
は
佛
経
や

慄る
。

層
城

で
あ
っ
た
り
ヽ
政
る
ひ
は
施
主
の
姓
名
で
あ
っ
た
り
す

善
富
‰
碧
鉢
廿
迷
匹
叩
圭
・
開
一
石
談

・
１
潜
心
貫
鼠
晋
。
昌
１
箪
笥
石

同
じ
だ
が
、
賓
は
役
柱
で
な
い
）
。
そ
の
柱
礎
の
上
に
字
を
刻

志
』
は
考
澄
し
、
北
周
叩
と
き
に
刻
し
大

泉
堡
ユ
収
岫
言
桜
回
藷
器

ま
溜
温
・
真
言
嘩
難
付

み
な
ま
た
建
築
の
と
き
に
附
刻
し
た
も
の

も
の
と
す
る
）
海
寄

○
宋
治
牛
四
年
、
西
暦

一
〇
六
八
、
宋
建
炎
二

f
　
　
ｉ
:
＜
ど
で
あ
っ
て
、

で
あ
る
。
民
國
１
　
四

年
の
夏
に
河
南
の
安
陽
で
一
方
石
を
出
土
し
た
。
中
央
に
一
孔

を
ほ
り
、
題
し
て
「
趙
建
武
四
年
造
、
泰
武
殿
前
、
獲
戯
絞
柱

石
孔
と
い
ふ
。
猿
の
た
は
む
れ
の
た
め
に
建
て
た
柱
に
使
用
し

　
　

‐
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

た
礎
石
で
、
わ
づ
か
に
こ
の
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
宮
室
の
石
材
で
題
字
の
あ
る
も
の
は
、
石
欄
の
題
字
と
し

輿
診
姦
ｍ
農
鸞
宸
涜
高
。
が
モ
今
７
？

つ
あ
町
鯛
首
の
題
字
と
し
ｗ
益
都
の
太
虚
飢
酌
駈
ぺ
皿
・
べ
匹

に
ひ
と
つ
あ
り
、
こ
’
心
ほ
か
忙
公
あ
ま
り
多
く
見
た
い
そ
う
マ

あ
^
０
。
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砧

①
『
隷
詳
』
倦
一
。

②
葉
昌
熾
の
柱
礎
の
條
參
照
。
（
『
語
石
』
巻
五
。
）

③
『
衰
字
訪
碑
録
』
に
は
華
嶽
題
名
が
多
数
あ
り
、
『
八
瓊
塞
』
巻
五

　

十
五
に
は
そ
の
一
部
分
の
録
文
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
何
れ

　

が
馬
氏
の
石
柱
で
あ
る
か
不
明
。

④
沈
濤
『
常
山
貞
石
志
』
巻
五
六
。
及
『
八
瓊
室
』
巻
四
十
一
、
四
十

　

二
、
四
十
三
。
年
記
を
訣
・
く
。
沈
氏
は
武
周
の
制
字
が
あ
る
に
よ
つ

　

て
武
周
時
代
と
推
定
し
て
ゐ
る
。
馬
氏
が
北
周
と
し
た
の
は
誤
記
。

④
『
金
石
彙
目
分
編
』
に
は
「
宋
侠
石
山
青
蓮
寺
地
土
記
」
が
あ
る
の

　

み
。
で
ぃ
亦
他
に
雷
寺
の
題
名
が
見
常
ら
ぬ
。

④
『
八
瓊
室
』
巻
十
七
に
ｙ
皇
肺
二
年
か
ら
宜
和
七
年
に
至
る
、
二
十

　

二
段
の
石
柱
題
名
が
載
せ
ら
れ
る
。

⑦
郭
％
石
室
杜
・
題
名
三
種
球
一
心
廿
『
畳
字
訪
碑
録
』
巻
四
）
修
郭
瓦

　

石
室
題
記
皿
四
（
『
同
』
巻
八
）

⑤
『
済
寧
金
石
志
』
巻
三
に
は
宋
建
中
靖
國
元
年
、
崇
寧
元
年
、
及

　

二
年
の
普
照
寺
石
柱
題
字
を
載
録
し
て
ゐ
る
。

⑨
『
金
石
彙
目
』
巻
十
九
に
著
録
。

⑩
『
画
風
堂
金
石
目
』
巻
九
、
著
録
。

⑨
『
金
石
草
編
』
巻
百
十
五
、
十
六
。
郎
官
石
柱
題
名
。

⑩
註
⑧

⑩
『
金
石
彙
目
』
巻
宍
著
嫁
。

⑩
『
畳
字
訪
碑
録
』
巻
六
及
九
。

⑩
『
同
』
巻
九
。

⑩
こ
の
出
土
の
始
末
に
就
て
は
馬
氏
の
見
聞
以
外
に
嫁
る
べ
き
も
の

　

が
見
雷
ら
な
い
。
こ
の
石
は
或
は
『
金
石
録
』
巻
二
十
に
見
え
る

　

西
門
豹
祠
の
石
柱
礎
の
Ｉ
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

○
著
録
に
見
雷
ら
な
い
。

　
　

ｆ

⑩
顧
堤
呪
『
河
朔
訪
古
新
録
』
巻
十
一
參
照
。

⑩
段
松
苓
『
盆
都
金
石
記
』
巻
四
に
大
府
學
大
成
殿
の
月
墨
に
あ
り

　

元
の
太
虚
宮
の
荷
物
な
ら
ん
と
云
つ
て
ゐ
る
。

第二十八圖

　　

者

　

州

　

舎

　

利

　

塔

　

銘

　

石
塔

　

浮
圖
と
い
ふ
の
は
ま
さ
に
塔
で
あ
る
。
佛
教
徒
の
つ

く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
つ
く
つ
て
禰
を
所
る
こ
と
、
佛
典

や
佛
像
を
刻
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
北
朝
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①

６

　
　

よ
り
は
じ
め
て
あ
る
。
た
Ｖ
世
に
轄
へ
る
石
刻
で
、
暉
循
寺

。
箭
竹
≒
が
響
箭
劈
箭
驚
万
１
煙
管

　
　
　

造
っ
た
防
で
あ
っ
て
、
石
塔
に
附
刻
し
た
文
字
で
た
い
。
そ
の

　
　
　

石
塔
に
附
刻
し
か
も
作
で
は
た
叢

　
　
　

の
が
屋
根
に
刻
し
て
あ
り
、
呉
邸
治
９
　
寺
の
王
以
成
造
塔
四
べ

　
　
　

び

ｍ
ｍ
'
i
ｓ
　
1
　
i

④
が
盤
に
刻
し
て
あ
り
｀
陵
邸
゜
王
廻
山
造
塔

　
　
　

皿
高
僧
凭
壇
に
刻
ｙ
ｔ
・
護
岸
間
Ｉ
謔
。

　
　
　

の
舎
利
塔
に
刻
し
た
も
の
は
、
青
州
勝
稲
寺
、
岐
山
回
泉
寺
⑧

　
　
　
　
　
　

⑨

　
　
　

狐
州
興
國
寺
等
の
ご
と
く
、
あ
る
０
　
は
方
板
、
あ
る
ひ
は
圓
板

　
　
　

に
っ
く
っ
て
ゐ
る
。
み
な
塔
の
下
の
盤
か
、
あ
る
０
　
は
舎
利
石

　
　
　

画
の
蓋
と
思
は
れ
る
。

　
　
　

’
①
葉
昌
熾
の
石
浮
圖
の
條
（
『
語
石
』
巻
五
）
、
拙
稿
『
房
山
石
浮
圖
記

　

銘
考
』
（
東
方
學
報
第
五
珊
別
珊
二
八
九
頁
以
下
)
參
照
。

④
常
磐
・
関
野
博
士
『
支
那
佛
敦
史
蹟
第
一
集
』
六
十
八
岡
、
宸
字

　

貞
石
岡
巻
二
拓
影
あ
り
。

③
『
八
項
室
』
巻
十
八
、
録
文
。
『
宸
字
貞
石
岡
』
巻
三
、
及
『
河
北

　

む
徴
』
に
拓
影
を
牧
む
。

の
『
畳
字
訪
碑
録
』
谷
二
の
河
南
登
封
の
浮
圖
石
蓋
副
作
が
之
に
常

　

る
加
。

④
民
國
哭
臨
志
巻
五
十
九
に
よ
る
と
、
原
石
は
佻
し
た
が
、
覆
刻
本

　

が
あ
る
。
石
井
圖
と
間
違
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
は
恐
ら
く
浮
岡

　

の
身
部
に
常
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

、

④
『
八
瓊
室
』
巻
五
十
九
。

⑦
『
企
石
双
に
編
』
泰
四
十
一
。
之
は
山
東
省
青
州
金
石
保
存
所
に
現

　

存
す
る
。
『
佛
敦
史
蹟
』
第
四
集
。
岡
版
百
十
九
。

⑧
『
薦
風
堂
』
巻
二
、
著
蛛
。

⑨
『
企
石
草
編
』
巻
四
十
。
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